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子宮頸癌患者の 副腎皮質機能に及 ぼ す Co60遠隔照射 の 影響

特に 17−OHCS の 消長 に 関す る研究

Stud量es   丑 the　Adrenocortical　Fu 五 ction ，　 particularly

estimated 　with 　17−OHCS ，　 in　the 　Cases　of 　Cervical

　　 C 撒 cer 　treated　with 　 Telecobalt　 Irradiation

　九 州 大 学 医 学 部産 科 婦 入科 学教 室 （主 任　古 賀 康 八 郎 教 撲）

大 学 院 学 生 荒 木 　勉 Tsutomu 　ARAKI

　　　　　　　　　　は しが き

　惡性腫瘍 に 対す る 放射線療法 の 最近 の進歩は め ざ ま し

い もの が あ り， 特 に 子宮頚癌治療 に お け る CO60 大量遠

隔照射の 臨床効果 の 優秀性 に つ い て は 多言を要 しない 。

しか しそ の 反面，こ れ ら放射線照射に よ つ て 起 る さ ま ざ

まの 副作用 に 関す る問題 も大 き く取 り上げられ な けれ ば

な らな い ．そ の 発生 機転 あ るい は 本態 に っ い て は 従来，

生 体内に生 じ る生 化学的変化に 基く とす る も の
59

  放射

線 1・こ よ る蛋自分解座物 の 二 次的中毒 とす る もの
e°），あ る

い は ヒ ス タ ミ ン ，ヒ ス タ ミ ン 様物質 の 発生 に よ る 中毒 と

す る もの
61 ）  

な ど の ほ か ，造血臓器，各種内分泌腺に 及

ぼ す影響が 重要視 されて い る 。そ の うち ， 放射線照射が

醐督皮質に 及ぼ す直接あ るい は間接的影響に つ い て も，

繰 り返 し論 じ ら れ て 来 て い る 所で あ り，　 SelyeDm は ，

放射線刺戟に対す る生体の 防衞反応 と して の 副腎皮質の

役割を，い わ ゆ る 汎適応症候群の
一

反応系体 と して 重要

視 した ．ま た，　Pierach ヨ〉
は 自律 碑経系 と下 垂体副腎皮

質両系の 協同支配 に よ り生命が維持 さ れ る との べ ， さ ら

に 森
4）

ぽ 下垂体副腎皮質系 と他の ホ ル モ ン ，誹経調節機

構との 深 い 関係を強調 して い る．す な わ ち ， 生体に 対 し

て 侵襲が加えられた 場合 ， 個体反応 の 中心 として仂 くも

の は副腎皮質であ り， そ れ と と もに 自律神経もこ れに関

与して い る と考 え られ る．

　従来副腎皮質機能検査法 と し て は 　17−Ketosteroids

（以下 17−KS と略）測定が
一

般 に 用い られて い る．し

か し 17−KS は 副腎皮質 の み で な く， 性 ホ ル モ ン の 消長

に も影響を 受 け ，　Dingemanse7 ）
に よれ ば ，　 ク ロ マ ト

分畫に よ り女子でも30％が 男性 ホ ル モ ン か ら 由来 して い

る との べ て い る。そ の 反面 ， cortiso1 で代表さ れ る 17．

hydroxycorticesteroids（以下 17−OHCS と凪各） は純皮質

性 の も の であ り，
ユ7−KS よ り 副腎皮質機能を よ り 正 し

く表現す る と考えられ る．従 つ て ， 著者は本 研 究に当つ

て ， 副腎皮質機能検査法と して 主 として 尿 中お よび血 中

ユ7・OHCS 値を測定 して 検討した ．す な わち， ま ず 子宮

頚癌第 1〜∬期，同 町〜］V期お よび 非癌対照 の 3群に つ

い て ． 子宮頚癌患者の 副腎皮質機能が 非癌婦人 の そ れ に

比 レて い か な る状態を示 して い る か ， お よび癌 の 進行状

態 に よ る変動を検討し，さ ら に 広汎性子宮全 摘術後 の

Co6D照射お よび非手術患者 の 純 CoE’

照射の 副腎皮質

機能に及 ぼ す影響に つ い て観察 した ．

第 1編 　 子 宮頸癌 患 者 の 副 腎皮 質機能

　　　　第 1 章 　実験材料お よび実験方 法

　第 1節 実験材料

　実 験対象は ，九 大婦 人 科入 院 中 の 子宮頚輝第 1〜互期

12例，M 〜IV期 1亟例，対照 と して 正 常成 熟婦入 10例 の 3

群であ る。そ れ ぞ れ 午前 7時 よ り翌朝 丁時ま で の 24時間

尿 を と り， 次 に そ の 壁が 僅 か に 濡れ る 程度に heparin

液 を加えた 注射器で通し液 30ml を採取した ．採Jfit直後 に

ACTH −gel　 25旺lgを筋注 し ， 再び ひ き 続い て 24時間蓄尿

を 始 め る と と もに，注 身彊 時 間後 さ ら に 血液30m1 を採

取 して実験に供した ．

　第 2節　実験方 法

　 尿 中総 17−0 且CS の 測定 に は Smith・Mellinger−Patti

法
』〕
を，逝i離型 ぽ Silber・Porter 法

9），さ ら に 血 ［1117−O

HCS の 測定 に は Nelson −Samuels 法
1°）

に準じ， そ れぞ

れ 次 の 如 く
一

部 改変 して 行 な つ た ．

　第 1項　尿巾総 17−OHCS 測定法

　 ユ）　試薬

　1。 n −butanol（特級 11−butanolを鳥居 の 法 に 従 つ て

精製
11 ）

）

　2． caol 加 （1N 塩酸お よび水で洗滌乾燥）
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fi．1
）tE隔 照 射 rt） ゾ ：

貝 J⊥ 始 誌 14卷 9 咢
．

　3、 氷醋酸

　 4。無水翫酸 ソ
ーダ

　5。　 0。LN 苛桂 ソーダ

　乱 塩設 一Phenylhydrazine （ethz ．nul で 31 」再結晶

後 CaCl
、 一』； 1墨）

　 ？． 50％硫駿 （手
F

級 濃 首
「
L酸 よ りf乍製）

　 8．　 ∫
』
TBL ＿p：lenylnyclrazine 硫酸言弍濠 ト　（50％ 』、酸 ユ00

  1 に 塩 唆 一phenylh ンdraz 量11e　 65皿9造 溶 か し た もの ）

　 2） 測定法

　2411寺」 展 よ ン囎 m1 を と り， 氷醋酸 を 巨下 して 凶 4 〜

5 と し ecaolln 　O。59 を 加 え て 5 分、『濡 拝，濾 遍 し て 後 ，

ti  ％ ド で 禪 1 − 2 とす る。そ の 尿 20ml に 貯製 n −bu−

tanol 鉛 ln1 豊 加えて 5分間軸出 ， 人L 洗ク丿 臨 レ て ＝ の

butanDl 層 を O，1還 苛』 ソ
ーダ お よ ζノ，：爵臼

1

水で 洗源，さ

らに 逆洗分離後 19 の 無水硫酸ソ
ーダ で 脱 水濾過す る．

こ の btttanol抽出液 1ml り っ を 2 本 の 小試験管 二 と

り，一
方 1

ピ ．50％翫［酸 4ml （sarnple △ ），他 方に 塩酸一phe−

nylhydr ：zine硫酸弌薬 至皿 1 （sample 　B ）を加 え静 か 1．

混利 さ せ る。ざ らに 別 に n −butanol の み 1m ！ず
一
っ の も

の 2 木
’
．用息 して お き．そ れ ぞれ両試薬 を 4mi 加 えて

blank 　A ；．
’
1 び blank　 B とす る 。こ れ ら を60℃ 30分加

温発色 と ¢ 冷水で冷却後 ， 日立 EPU2A 飛 分光光竃光

度計 を用い ， 波 長 410mμ で比 色定 旨す る． す 旗 わ ち

（sample 　 B − samPle 　A ）一 （blank　B −−blank　A ）　 の

値 か ら予 め ，　hydrocortisone 結晶 を用い て 作製した 転

準曲線 卜 一従 っ て 測定値を求めた．な お本法の 同馭率は82

％ で あ つ た 。

　第 2 臼 尿中遊離型 17−OHCS 測定法

　1） i弋Pt

　lu 牛皇級 chleroform

　蘯， 毎 る 炭酸 ソ
ーダ

　3。 寺級 ethane1

　4。 第 1項 り よ り 8 ま で と 同 試薬

　 2）　測疋法

　鍛 時間民 の
一

部 を濾過 して そ の
・seml　e と り，

20ml の

chloreforrn 　で 3　分間　3　［z：1［］山出 を彳了な L・／i，　　遠ξ火分暫僕　6

ml の O．IN 苛 性 ソ ーダ で 2 口 ん 滌，　 ヒ の 洗 滌液 は 冂 ：

の chlorofOrm で逆抽出し て 前記 chloxe ．ferm に 加え

ん vVx ，こ 同’
1求 こ蒸溜水で 2 回 洗滌，逆拍出 占 行 な っ て ，

す べ て ．1丿 chlorDfortm を 遠1宛分誰し、この   少呈 ∫）無水

炭酸 ソ
ーダ

’f
”’

：

水 ， 濾遍，　こ れ を 50℃ 以 下の 温独 で Ji

犀
．
吃固 し｝t、。判

柔残渣 1よ ethanol 　 5　m1 に ｝〜訪 ・ し ，
2 本

の fJ　 気管に 2 皿 1 ず っ 入 れ 。一方 　 0％ 湧 臥，他 熟 、

塩 1陵　卩phenylhydrazine 覇亡1【k 千
薬 こ く

、
の お の 　3　m1 力汀え一

た m 翫 ⊂同 様 に， ethanol の み 2 皿 1 ず つ 入 れ た 2本 の

試験管 に屯そ れぞれ両試薬を加えて ，60℃30分加温，4ユOs
ITIIt でJL色 し；⊂ C μ1又率S4％）e

　 第 3 項　血中 17−OHCS 測定法

　 1） 試茱

　1、特級 皿 ethanol

　2s　fiorosil（　tlco　 mesh ）　（ethano ［洗靆廉， 彰「燥後 60〔｝≒

℃ 生 陦同力L熟放冷）

　3e　箒 1 須 5 〜8 ，第2 項 1 ． 2 と1司 じ

　 2） 測定法

　heparirに よ る乱 鬥阻止 im．液 30ml よ り速 沈分誰 し塩

亅fu　
”
flornlを使眉 し ，

　 ch ：oroform 　 20ml で
．v

］抽出 s　 60．

℃ 以 下 の 温椿で 鼠圧 乾固 し，再び 5ユn1 の chloroform に

痔 か して ク Vvl ・粘製を行 1なう．カ ラム は 直径1鰤 卩，長

さ 70【皿m と な る よ み こ ガ ラ ス 棒で 充分堅 く fieros三 e一っ め

て 作 り， chlGrofor ：n を流下 さ せ て 溶媒が吸養剤 の上 端

に よ で流れる よ う｝す る．　一れに 試料 疂 治解 し た 前記

ch 三croforrr1 を1⊥ 加し，25ml の chloroform ，251nl の 2

％ methanol 含右 の Chloroform でホ の か の 展開 し，ざ

ら145i’nl の 25％ rne
’thanol 含有 chloroform で流出さ

せ ， こ れを 5G℃ 温 槽内で 減圧乾 固 す る．　そ して 2。5mE

の methanol に ［蔀 して 1ml ず っ 2 本の 小試験管 1L分
1ノ，

一…方 に 2ml の 50％硫酸 ， 他 ．Jに 2　ml の 塩酸 ・phe −

1｝ylhydrazl 皿 e 硫酸試薬 を 加 えて 60℃ 30分加熱比色定 量

した （！口 μ1又率 74％）．

　　　　　　　 第 2 章　実験成績

　．
r1 節　正 常成熟婦入 の 17 −OHCS 値な ら び に ACW

H 筋汁 こ よ る・この 増 加 率

　 ：常成熟婦入で癌好発年 令と思われる35才 よ
’
D　65才ま

で の 10偲 こ つ い て 測定した成績、よ第 1 表の 如 くで あ る ．

尿中総ユ7−OHCSI 直！］2。60佃4。13平均3．39± 0．15mg！day ，

遊離値、よ0。10〜O．32平均 0。17± 0．019皿 g！day，血 中 値ば

2，8〜工3．5平均 8。1± L84 γ1dlであ っ tL ．な わ 従 来 の 諸

報 与では ， 尿中総 17−OHCS 値は e　 Sllber−？orter9 ） 6．6

± 3。？，R 孟VQir12 冫
臥 82，‘ir尾 13 ，0．78〜 召．4，赤 須

1− 8．53

土 LO9 ，谷
lv6 ．1臨 　卜利

t6 〕 5渇 ± 1護 mg ！day と な り ，

遊、唯値でぴよ， 赤 貞
1‘、 0。297±O。04蕁2，古賀

17
℃誤O± Gほ S

mg
，
Sclay，拍／

L｛　垢直1ニーつ し、
ア
⊂占よ，Silber−Porter

’｝
！3。霧：辷　642参

Nelson −SamuelSLI｝エ 4　
一’10，上 利

IG） 7。5± 2．4，渡 辺 栖

1．1 「事
凶 5 〜20γ1dlな ど‘）廠 1．一、，  、る．す な わ ち，遊離値

で は｛菫か 1、一阪 恒 ．．：示 t　 う，大俸
一

致 し，」flゴ t 得 λ。

　こ の L⊥．二 犀経前 畦 交に 勇 ；ナて み る と p35 才〜崟6字び 閉

N 工工
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第 ユ表 正 常成熟 婦 人 の 17−OHCS 値

÷
　 経

1・

諤

τ
3

二

ユ9 　＿．三
「’
尿 曁互匠研 （∫　塑型

　 　 L 　刀よL　」
　 　 　 　 　 総 　　 遭 　離

s．5．
τ 厂

」Y．YT

、τ、．

了
閲．Y，

35　 　 2，60

3
．
〆　 　 3，25

39　 　 3、03
4ti ．3．9t

40　　 4，13

o、！70
，1．40220

．20　．

」．32　．

亡 ロ 岸 ρ1彫

　 　 ％

3
塞話81

　
，［　X，，

．

　 123

　 8．E

　 ’3、5

　
3・5

　1
　 ／o．4T

　 ± 1 ，．2

−
ー
ー

1
平 　 　均

　　　6　 ア E

開　　7　 κ ／

　 　 　8　 7二〇．
纒
　 　 　9　 　Y、γ．

・ L2遮
　 　 　 　 平

　　　　平

5265545860z503223

，6亨
　 　 　 1335

　：

　　　 …
347
　 　 　 「

3．63 　1

0 〃

σゴ θ

o．140
、”
o ω

ヱ β

lj．39

．σ
8．26

．6

土 σ 13
乱 ’5
二 ‘ 0177

、4
士 ’．7εL 　　 均

L兜 　 ・

　一π
3、39
± O．15o

．17
士 σ0 煙

8．’
土 ’84

経甫言で｝ま尿 中総櫨平均　3．16± O．18rng！day，　遊 離 有亘耳三均

の・19± O・023mg ！day，血 中値平均 9．5± 工．3271dlとな り，

52才〜65才 の閉経後で ぽ そ れぞ れ 平均 3．63± 0．13mg ／

day ・0．15± e．01Tmg ！day，7．4± 1．7871dl を 示 し， 閉

経前 ・後に 関し て は 有意差 ぽ 認め られ な か っ た ．

　次 に副腎皮質 の 反応予備能を窺う冫乏め に ， ACTH −geI
溺 mg筋注 に よ りそ の 前後値を比較 した．そ の 成績は第 1

鯛 の 如 く，尿 申総 17−・OHCS 値の 増 加 率 は 平均 44．3％

を 示 し ． 遊離値では 86．5％，血中値では 202．5％ で あ っ

た・な お増加 の 絶対値 は そ れ ぞ れ平均 1．49皿 9／day，0．15

a皿 gfday，16．471d聴を 示 し k．．．．

　第 2節　子宮頚癌第 1〜皿期 の 17−OHCS 値ならびに

第 1 図　正 常 成 熟婦 人 の ACTH 負荷 に よ る

　　　　17−OHCS 増加 率 お よ び 増加値

溜
蜘 ゾ
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率
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濯
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　 卩3

．サ

1
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欟 直
　 rl

、1　 皿 中値

痣

混
％

増

加
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爵
％
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4e
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　 　 ロ

1：［∵
”

藺　　 後

増

加

値
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勉

増

 

率

鷹

％

　

　

　P
ご

o

一

　 前　　　後

ACTH 筋注に よる そ の 増加率

　子宮頚癌繁 1 〜皿期 12例に つ い て の 成績 は 第 2 表に 示

す ．す な わ ち，尿中遊離値 に お い て は ， O，煎 〜0。32平均

0．18± 0．026mg！day で，対照群と大差レまな し・が ， 総値

は 2．38〜8．45平爆 。82± 0．4Smg ！day で ， ユ2例中 8例は

対照群平均値 よ り上 まわ っ て お り， 血 中値 で も 6．8〜

21．8平 均 ユ4．3± 1．89γ1dlを示 して，明らか な 高値を得

た ．しか し こ れを閉経前 ・後 に 分けて 観察す る と，31〜

42才 の 閉経前では ， 尿中総値平均5．37± O．32mg！day ，遊

離値O．19 ± o。031皿 g！day，血 中値 ヱ6。o± 1。23γ1dlと な

り， 50〜71才 の 閉経後では そ れぞ れ　3．28±O．21mg ！day，

O．17：ヒ 0．023mg！day， 10．8± 1．69γ1dlとな っ た ．　 すな

わ ち ， 対照群では 閉経前 。 後 の 問 に差異を認 め な か っ た

が ， 本群で は 明らか に差を認め ， 閉経前では 対照 に 比し

高値を示 すにもかか わらず，閉経後ではほ ぼ対照値 に 近

い 値を示 して い る．

第 2 ：表　子 宮頚癌第 1 〜1 期 の 17−OI・・ICS 値
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　次 に ACTH 負荷 に よ る増加率をみる と第 2 図 の 如

く， 尿 中総値で平均39．3％ ， 遊離値 90．1％， 血 中値で

131．8％であ っ て ，対照 群 に 比 して 低い 増加率 を 示 し

た 。しか し増加の 絶対値は そ れぞ れ 2．03mg！day，0．17
mg ！day ，20．071dlでい ず れ も対照 群 」：り高 く， 皮質反応

予備力の 点 か ら も そ の 機能は 亢進 して い る こ と を示 険 し

て い る よ うであ る。こ の 傾向は 閉経前 ・後 に 区別 して み

て も同 様 で あ る．

　第 3 節　子宮頚癌第 盟〜】V期 の 17・OHCS 値な ら び に

ACTff 筋注 に よ る そ の 増加率
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　子宮頻翹簍 皿〜】V期14例 の 測定成績は第 3表 に 示 す よ

うに，尿 1．i聡 値 は 1．60〜7．44平均 3．52± 0．40mg ！day，遊

離1直0。06〜0。43平均O．20±   ．033mg ！day，血中値は 3．3
〜21．3平均 ll．0± 2．3671dlとな っ た 。癌性変化の進行

とともに い ずれ もやや 低下 の 傾向を示 すが ，対照群 よ り

は や や 高い ．こ れをACT − 負荷 の 結果か ら み て to 同様

で ，尿中総値で平均49％ ， 遊離値 工02％，血中値で 16？

％ つ 増加 率を示 し ， 増加絶対値もそ れ ぞ れ 1．54mg ！day ，

O．19mg ！day ，16．571d1と な り ， 機能低下 の傾向は み られ

第 3 表 　子 宮頚癌 第 皿〜JJ　maの 170HCS 値
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　前節同様 こ れ らを閉経前 ・後 に っ い て み る と，閉経肖∫

36〜47才の 5 例では 尿中総値平均 4．24±0．28mg ！day ，遊

離値 0。24± O．026mg！day ， 血 中値11。2± 2．0271dlと な

り，閉経後50〜75才 の 9 例では そ れぞ れ 2．99± 0．34皿 g’

day ，　O．18± O．028mgtday ，10。9± 1．987tdlと な つ て ，詳

細 に観察す れ ば 肝 一W 期とい えど屯閉経前で は や や 高

い ．

　　　　　　　 第 3 章　小　 　括

　子宮頚癌患者 の 則腎皮質機能に つ い て 尿 お よ び 蜘 D
17−OHCS 定量成績 か ら考察す れ ば ，子宮頚癌第 1〜豆

燗 で は 明 ら か に 皮 質 機能亢進が 窺 わ れ る ・ す な わ ち，

尿 中 総 17−OHCS 値は 12例中 8例 は 対照群 の そ れ よ り高

値を示 し，平均値で対照3β 9mg！day に 比 し4．32mg ！day

で あっ た ．ま た 遊離値では 0．17i　 g！day に 比 べ e．18m　9te

day で対照 と大差は ない が ，血 中値 ぽ 対照群 の 平均 8。工

7tdl に対 し可〜盟期群では 15。1γ1d1で あ り ， 明 ら か に

後者 の 増量 を認 め た ．次に ACTH 負荷に よつ て 皮質反

応 予 備 力 を推測 し た が ，負荷前後値増加率では 1〜π期

群で対照 よ り低値を示 して い るが ， 増加 の 絶対値 は 高

く ， そ の 亢進 を窺 うこ とが出来 た．さ ら に ， こ れ らを 閉

経 前 ・後 に分けて み る と，対照群 で は 両 者間に 殆ん ど 差

を認め ない ヵ  頚癌第 1 〜皿期 で は 明 ら か に 差が 認 め ら

れ ， 閉経前群では高 く， 閉経後群で は 低値 を 示 し ， む し

ろ 対照 群 と殆ん ど等 しい 値を得 た ．す な わ ち，閉経前頚

癌患 者 の 副 腎 皮 質機能は 亢進状態 に 傾い て い る と考え ら

れ る が ，一方 卵 巣機能 の 後退 した 閉経後 に発生 した 頚癌

患 者 で は そ れ 程の 反応 を示 さ な To と思わ れ る．
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　以 上，子宮頚癌第 1〜H期，特に 閉経前で副腎皮質機

能亢進 を思 わ せ る成績を得 た が ，病 期 の 進行 に従 っ て 副

腎皮質も障警 さ れ ， そ の 機能 も 低 下 す る と も 考 え ら れ

る．従来 の 頚癌 の 副腎皮質機能に関す る尿 中 17−KS 測

定 に よ る諸 報告 で は，Schgnbach 　et　al19
），　 Dobriner　et

al2
°｝

を始めとして 多 くは低下 して い ると述 べ ， 甲田
2T ＞

は Thorn ’
s　test に よ り23％の 低下を認めて い る．しか

し私 の 成績 で は，第 皿〜W 期 の 進 行 癌 に お い て も 諸家 の

い う低下 の 像は 認め られ ず，む しろ 工〜正期群 と同 様に

亢進 したもの もあ っ た．す な わ：ら，14例巾 1 例 の みは 尿

中総値 ユ．60mg ！day，遊離値 0．06mg ！day，の 低値 を 示 し

た も の が あつ た が ， 残 余は 殆 ん ど対照値 と 大差は な か つ

た ．ACT 且 負荷に ょ る増加率 ， 増加絶対値をみ て も明

ら か な よ うに ， 皿〜W 期 とい え ども な お 皮 質機能は 低下

せ ず ， む し ろ stressor と し て の 作用 が な お 存続 し て い

る の ではな い か と考 え られ る．

第 2 編 　Co60大量 遠 隔 照射 が 子宮頸癌

　　 患 者の 副 腎 皮質機能 に及 ぼ す影 響

　　　　第 1 章　実験材料お よび実験 方法

　 第 1 節　実験材料

　わ れ われ は 子宮頚癌の 治療は 原則 と し て ， 第 1 〜皿期

癌では ， 広汎性子宮全摘術の の ち後述 の CoE°
遠隔照射

を施行 し （術後照射群），第 皿〜W 期癌 に は 手術 を行 な わ

ず Co6°遠隔照射と と 亀 に Ra近接照射 ， 体腔管 X 線照射

を併用 して い るが （純照射群），こ 訂、ら 2 群の 患者に っ い

て ，
Co6 °

照射を中心 に 前後数カ 月に わたっ て 8 回 ， 前編

と同様の 方 法 に よ り採尿 お よび採血 し た．す な わ ち，術

後照射群で は ， 手術前 ， 手術後 τ 目 目， 14日 目 （Co δu
照

射前），
Co6D 照射 6 回終了後，同12回 終 ∫後 ， さ らに そ

の 3 カ 月後の 照射第 2周に お い て 照射前， 6回 お よ び 12

回 終了後に ， ま た 純照射群で は第 1周照射前 ， 6 回照射

後 ， ユ3回照射後 ， 体腔管終了後 お よ び Ra 照射終 了後，

第 2 周照射前， 6回後，12回 照射後に採尿，採血 を 行な

っ た 。な お血液採取は 第 1周第 ユ回 照射12時問後に も行

な っ て そ の 時間的経過をみ る とともに，数例に お い て は

照射前 よ り終了後 まで毎 日採尿 して ，逐 日的に そ の 推移

の 状態を観察 した ．

　第 2節　実験方法

　蛤 1項 　照射 方 法

．島津製 Co6°

遠隔照射裝 置 ST20DO 型線源 23Gcurie

を用い
，
HWS1 ．03〜LO7cmpb ，　F ．H ．A ，4ecm照射野 10

× 10crnz の 条件で．表面線量 600r， 12〜エ3門 の 分割照

射を行 な つ た・体腔管 照射は翌 i霊γ　
23
讐老課

「゚

の 条件の 下 に 20囘分割 ，
Ra は腟内 ， 頚管内Rt6000mgh

の 沼射を行 な つ た 。

　第 2項　測定 法

　尿中総 17−0｝ICS 値 ， 遊離値な ら び に 血 1［】 17・OHCS

値 の 測定法 は，前編と同 様 で あ る．

　　　　　　　 第 2 章 実験成績

　第 1節　子宮頚癌患者の 尿中 1了一〇HCS 値 の 日 艶変動

　象 ず ，子 宮頚癌患者 の 尿 中総 17−OHCS 値の 目 差変動

に つ い て 検討を加え ， 第 弖表に示す よ うな結果を得た ．

す な わち， 16〜24％ の 変動があ る こ とを認め た が，健康

入 に っ い て Talbots：）
らは chemocorticoids の 測定で ±

30％の 変動を ， 谷
］s〕

は 子宮癌患者 の 17−OHCS で11〜20

％の 日差変動蓬得て お り，
Cosロ

照射あ るい は 手 術 な ど

に よ る 侵襲が 加 え ら れ な い 場合で も，す で に か な りの 日

差変動があ る．

第 4 表 予 宮 頚 癌患 者 の 尿 中 17−OHCS 値

　　　　 Fr弟変 動 （mg ！day ）

氏 名 年宿 暫 123456
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　笵2 節　Co5D 術後照射群 の 17−OHCS 値 の 変動

　第1 項 　尿中 17−OHCS 値の 変動
・

　第 1 周 照 射 ： 子 宮頚癌手 術後 の Co6°

照射第 1 周 に お

け る尿 中総 17・OHCS 値の 変動は第 5表 の 如 く， 術前 の

平均4．94± 0。59mg ！day に 対 し ， 術後 7 日 日には5．05±

0．34mg ！day ，14 口 目す な わ ち 照射前 に は 5．06±   ．52rn−g！

day と な り，術後 7 〜14 日 噴に は 術前値 を 示 す よ うに

な る．Co6° 6 回す な わ ち3600r照射後 に は 13例 1115 例が

H差 の 変動を越えて 減少 し ， 3 例が 増加 ， 5例 が そ の 範

囲内で増減 し て ，

一
定 の 傾向を認め な か っ た．しか し 照

射720Gr に達す ると， 13例中10例に か な り の 減少 を認

め ， 平均値 も3．42±0．37rng！day と明 らか に低下 を示 し

た 。遊離値の 変動は 第 6 表 に 示 し た が ， 総値に 平行 して

増減す る もの が多 く，同様 に 12回 照射終了時 には 減少 の

傾 向が著明に認められた．

　第 2 周照射 ：術後照射群の 第 2 周 Co6 °

照射 は 第 1 周

終了約 3 ヵ 月後 に 600r 工2門照射を行 な つ た が，照射前

屯 な お 尿 中総 17−OHCS 値 の 低下 して い る もの が あ つ

て ，平均 3．54±0．22mg ！day であ つ た （第 丁表参照），

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

798− 60 子 宮 頚 癌 患者 の 副 腎皮質機能 に 及 ぼ す Coa°

遠 隔 照射 の 影響 日 産重帋誌 14巻 9号

第 5 表 　術 後照 荊 第 1 周 尿中総 17−OHCS
　　　　値 の 変動 （mg ！day ）

忝ロ．一’薫 ろ
．　百　　乙．　　　　　i．尸’L1．

叮　
．一

　 　 ｛

．響斗
．賠
．
三、

　　　一
　 　 　 　 誓

．　　　．．
ヨ6ω ．・3ア滑 ，厂

1 」．ザ τ 4 ♂ E 師 ヨ 091
　　　　　　−
　 i 切

2 　 τ 」F帰． 312 強 4．66 ぐ．74 ’」15 ワ 4 ？o
「
1A ，”

冂「
σ　ひ 42 亨 4 ，

「4i 屡．90E
　　16

〃
　 　 ：

5．27
4 ’、．G　　亅373 ．ε3 ．51．〜 7、z965212 四

5H ．s … 373 ．臼46 ．1「 6．軒 」．麗． 37 ．厂
6s 阿、　　脚‘ o4 、9555 ∂ 4．214 ．∫」 3 衂

7P τ 3 £ 3、胃 4 引，3293　　．3、膕 z ア謬

1 書 Is 、ρイ 47 ‘．砕 5．．lg
　 　 145

ヱ 14323 ．24
亨 h回 西． 56 ．1．353 ．42

　 　 ｛

」．ア5 、2、口δ 1 紹

1噂 触 i． 504 ∫ 1 ガ 餌

　　1

∫．ア616 ．ω 4．5gI
’　　　
？午

’　　　　　
ノ

κ．κ、
工．κ．

5357 ‘ε313

．弼 　11

　 42 臼

5743

耐
　　 F4．73470196

　　ヨ
2933

．04
∫3u ．阿． 51 ‘跖 4644843 ．oo1 引．一岫

平 均
4．ヲ4
士059505

・
土 σ345

．弼
＋9525115± 5．響

．3 五 z

土 6．3『一一一．

第 6 表　　寉守後 照 身寸第 1周 尿 中 遊 離型　17−0 正ICS

　　　　値 の 変 動 （mg ！day ）

第 7 表 　術 後丑熹磨手第 21言1尿 1 「rr 【7−0 ｝｛CS 値

　　　　 の を楚 重彑　（皿 9〆day ）

．
看｝

1

匪 1 
z　 下 「

曽
．

31

j　　 4 噌．　 35

4　 ri コ　　 ポ 厂
5　　」．，．ε　　 3 ワ

6　　 5 」
v

　　 イ d
．

．’　 E？．丁　　 3〆
Is 　 ．H’．M　　 47

i亨 ．IVI、〜1．　 56

…，．o　 广」．1，　　 5tl

．．1　 「で 」ぐ　　 53

／2
旨

「 （

⊥ 野

　 下

・ 鞭 ・咒 輸 隔 翡聯，

627z

弓

广

舜

ー

272

厂

3゚

2

广

21j

−
，

53

”
ど

自

广

ρ

95

鼠

乱

5
・
uooo

厂り
55

ア

ξ

θ

35z

．−
西

門uj2

ど

ー

〜

广

广

〜

ー

3

∠

23

α

5

乱

つ「
o

血

5

匹

卩

じ

r凵

”

越

煙

悍用
浮

幄

珊

」

詔

紹

ロ

乱

「
り

σ

o

旺

既

畠

生

乱

庇

7

自
己

06士

ワ 41　 Lt　zθ
5 」6　　0 ，．．．

o 刀 　　り 」．1
‘ 26　 0 ．コ5
070

．
93 ，

ひ 20　　
．
， ．尸｝．

r，．　Z4　　 6　1
「
呂

03 亨　 5 虹

σ』1「g　　 ‘
1

‘
．．E

o．1δ　 ‘ 24

0F7 　　11、．12
0・‘13．卓脚

‘．．岬 　　 6022

ヱ

肖
り

⊥

3
伽

20‘

士

Co6°

照射 6回， 3600r 終了後 に は 日差変動を越えて 滅

少 し た もの 3 例 ， 増加 し た もの 6例 ， 変化 の な か つ た も

の 4例で ． む し ろ増加 した もの が 多 か っ た が ，
7200r 照

射後に は 13例中 9例が減少し，他 の 4 例は 日差変動 の 範

．囲 内 で増減 して い るに 過 ぎ ず，平均 値は 2．7エ± O．34mg ！

day の 低値を 示して ， 再び減少の 傾向を認め た ．遊離値

も同 様 の 傾向 を示 し，12回，7200r では 殆 ん どが 照射前

値 よ り著 明 に減 少 した ．

　第 2 項 　血 中 17・OHCS 値 の 変動
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60ar、：第 1 回 具員射12il寺号［i後 の 血 中　　17−OHCS 　値 を　検言寸

して み た 所 ， 6例中 2 洌に 著明な増加を認 め，3例が や

や増加の 傾 向を示 した が， 1 例は減少 した 。そ の 後照射

を重 ね て 3600r 照射後 に ｝よ尿巾排溝値と同 じ く全般的に

減少の 傾向を示 し ， 12回 7200r 終了時 に は 平均 9．3±

2．3171dlに まで低
’
ドした．特 に 600r第 1回照射 12時間後

の 値で減少 した 1 例は ， そ の 後の 減少の程度 も著し く，

照射終了時に は 2。5γ1d1を示 し た．

第 8 表 術後 照 射 第 1 周 血 中 17−OHCS 値

　　　　の 変動 （γ idl）

1酷 …建 磐
号 1

』｝一
．

．

衛 前

1

黼 i線 3600．・
1

？
．
2鋤 ・

　
・．層．1．，、．」 56

　 　 　 　 　 E

　2　 H．7141
　　　　　1

隠鰮
．

　 　 I　　　 I

幽 1：
　 　 平

115

　 望．o

；ノ55
旨
12．3

　　　…
135

　6．3 「

’3．卩

ノ1．3z5

．Gl2

、713

．σ

4．o

115 ．5110

．431

．213

，4
广
　 9．216

．419

、3
　 二 ’．伽

140
．．24．σ
I
！7．Ol45

　 5．lzo

．θ

15．ε
　士 ’

．、46

12．5

だ ．o

・．5！
，o．31
　　 ：
2．5

亨．09

、3
±731

一

　　　 1μ 　13．1
均
　 　 　 　＝ 1冥　 ±1、72

　第 3節 　Cofi°純照射群 の 17−OHCS 値 の 変動

　第 1項　尿中 17−OHCS 値の 裂動

　第 1周照射 ： Co册

純照射群第 1丿司の 成績は 第 9，ユQ

表 に 示 す 如 くで あ る．照 射 前 の 尿 中総 17−OHCS 値 は

平均3．45 ± 0．34mg ！day で，術後照射群 の 照射前値 よ り

やや低い が ， 3600r照射後では逆 に 増加す る も の が 多

く ， 円差変動 の 範囲 を越 え て 増加 し た も の が 15例 中 9
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　第 2 周 照 射 ： 純 照 射群 に お い て も，第 ユ．周終了後約 3

ヵ 月 を経て第 2周 の Co6e　600r12門照射 を 行な っ た．そ

の 成績｝ま第11表に 示 す よ うに ， 照射前尿 li1総 17−OHCS

値 は 平均 5．49± 0．51nmg！day で 津較的高値 を 示 すが ，

3600r 照射慶に は 14例中 4 例が増加 し，5 例が減少，残

余 は 増減 して い な い ．す な わ ち第 1周 と異な つ て す で に

減少す る もの が 多 い ．さ ら に 照射12同，7200r照射後 に

至 れば平均 ユ．8± 0．48mgtday と な り，2 例が僅か に増

加 した の み で他はす ぺ て 著明 に減少 した．遊離値 に っ い

て も，第 1 周では T80  r 終了時 に お い て もな お 照射前値

と殆 ん ど差 を 認 め な か っ た の に 反 し ， 第 2 周で｝ま14例中

12例 に著明な 減少 を みた ．

第 皿 表 　純 照 射 第 2 周 尿 中 17−OHCS 値 の

　　　　変 動 　（mg ！day ）
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　第 2 項 　血中 17−OHCS 値の 変動

　純照射群 の 第 1周照射に よ る影響に つ い て ， 血 中17−O

HCS 値を求め第12表にそ の 成績を示 した，す な わ ち，

7例中 6例が 照射開始12時間後す で に 2 倍近い 増加 を 示

し ， 減少 した もの は 1例 も な い． しか し ，　Cos° 6回 ，

3600 照射後には漸次減少 して ，照射前値に 近 ず き ， T800

r 照射終了後 に は 照 射前値 を 下 まわ る もの が 7 例中 5 例

を 占め 平均 7．O± 1．9Tγノdl と低下 した が ，
　Ra 照射を終

え る頃には 照射前値 に 復 した．

　第 4 節　Co6　”’照射中の 尿中総 17−OHCS 値 の 逐 ロ 的変

動

　第 2 ， 第 8 節でそ れぞれ 術後照射群 ， 純照射群に つ い

て，Co6°

照射に よ る 17−OHCS 値の 変動 を 観察し た が ，

こ れ らは 照 射前 ， 3600r照射後 お よび 7200r 照射後 の み
越
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遠 隔 貝（｛射 の 影 響 目 産女帚言志14卷 9 号

第 12表 　純 照 射 第 1 周 1乱 中 17−OHCS 値 の

　　　　変 動 （γ ・li！）

11i

観察 した も の で，竜 の 間 の 推移 に つ い て は 不明で あ る の

で ，少数例では あ る が ， さ ら に 尿 TI「総 ユ7・OHCS 値 の 逐

日的 な 変動 の 検討 を試みた．そ の 成績は第14図 の 如 く ，

Cぴ
臼 6〔｝O〜1200r （1〜 2 回 ） 照射後 に 多 くは 著明 に 増

加して お り ， ⊂ の 傾 向 は 樽 に 純照 射第 1周患者 に 著 し

く，館 2周では 却
v
二・て 減少するもの もみ られ た ．しか し

一
度 上 昇 した 値 も，18GOr 照射後頃に は 全例 と 亀 低 ド

し ， 240 〜3600r　q 〜 6同 ） ｝・二達 す る と再 び 漸 次増量

の 傾向を み せ るが ， 540〔1〜6000r（9 〜10回 ）　終了頃 よ

り再び ド向線をた ど 9，T2 Or を終え る頃に は 著明に 減

少す る ．しか し純照 射群 第 1 周患者 で は 7SCOr 照射 に も

か か わ らず減少 の 傾貢を示 さ ず，照射前値 を保持 した．

第 4 図 　尿 中 総 1アーOHCS 値 の 遂 口 的 変 戴・

驪 ド
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　　　　　　　 第 3 章　小 　　括

　手術 や CoG°

照射な ど全 く行なつ て い な い 時の 頚 癌患

者 の 尿 中 17一  HCS 値 の 日差変動は16〜24％ で ， か な り

の 変動が ある こ と を 認め た ．子宮頚癌根治 手 術 と して の

広汎 性 子宮全摘術 に よ る副 腎皮質 へ の 影響 は，17−OHCS

測定値 の 面か らは 術後 丁〜14口すなわち， 第 1周 Coti3

照射 聞 始前 に は す でに な くな つ て い る とみ て よ い よ うで

あ る ．尿 rl ； ユ7−OHcS 値 の 変動 に つ い て 術後照射群第

1 周 の 成績 を み て み る と，Co6u　360〔〕r 照 射後 では 具簧射

前 に 比ぺ ， 総値 ， 遊離値 と もに 減少す る も の が 多 く，

7200r でli　13例中10例が 著明 に 減少 した ．そ れ に 反 して

手 術 を行 な わ な か つ た 純照射群第 工周では 3600r照 射 で

逆 に 増加 す る もの が 多 く ， 13回 ， τ800r終了時に おい て

始 め て や や 減少す る よ うで あ る が ， な お 照射前値以 下 に

な っ た も の は
ifs

に す ぎな か つ た ・す な わ ち，純 照 射 群 で

は Co60とい う stressor カヨ生体 に 加わわ つ た 始 め て の

侵襲で あ つ て ，充 分 そ の stress に 順応す る 能力を有す

る の に反し，術後照射群では 照射 以 前 に す
1
ご に 手 術 と

い う強い侵襲を受 け， そ れに よ く抵抗 し て 術後14日に

は
一

応 測定値 の 面では 術 前値に 復 し17三：か に み え るが ， さ

らに 引 き続い て 放射線 の 侵襲が 加 わ わ る と，もは や充分

な 抵抗を示す こ とが出来ず s3600r 照射 を 過 ぎ る 頃よ り

皮 質機能が 低
．
ドし て 17−011CS　9P泄の 減少 を み た も の と

思わ れ る。さ らに こ の 推移は 血 Liコ 17−OHCS の 変動をみ

て も明らか で ，
Co6°

照射第 1 回 12時間後 の 値が 純照射

群で は殆 ん どが 照射前値 の 2倍近い 値 を 示 して 充分な 反

応 の あ る こ とを 示 した が，術後照射群 で は 著明 に増加 し

た もの は 6例 中 2例 の み で， 3 例は反 応 が弱 く，
1 例1ま

逆 に 減少 を示 した 。

　し か し，第 2 周照射 に つ い て み る と，第 1周終 了後 3

カ 月を経て ，副腎皮質機能も充分回 復 して い る と思われ

るが ， 術後照射群 ， 純照射 群 と もに 36〔〕｛｝： 照射に よつ て

すでに 減少す る もの が 多 く ，
7200r 終 r時 に は 全 例 が 著

明 に 減少 して い る．さ ら に，尿 中総 17−OHCS に ょ る

Co6°照射中の 逐 H 的 観 察の 成 績 も ま た 上 記の 傾向を嗣

らか に 裏書 き して い る。す な わ ち ， 純照射群第 1 周 で は

600r　 1〜 2 回 ［に 著明 な 排泄値の 上昇をみ た の ち
・一

時

的下降 を み せ るが 再び 漸次．E昇し，7800r照射後 もな お

照射前値を保 つ て い る。しか る に 純照 射群第 2 周や術授

照射群第 1 周 ， 第 2 周 と もに ，照射開始初期 の上 昇がみ

られ ない か ， あ る い は 認 め ら れ て も軽度で あ り ，　4800r

頃 よ りす で に 下 降 の 傾向をみ せ ， 7200r 照射後 の 減少は

著明で あ る。

　 こ れ ら の 成 績 よ り． Co6°

照射は 入体に 対 し て 強い

stressor とな るば か りで な く ， 大量照射に よ り 皮質機

能の 低下 を招 来 させ ， 照射終了 3 カ 月後表面的 に は 完全

に 回 復 し た よ うに み え る に もか か わ らず，皮質の 予備能

は な お 障 害 され て お り，
CoEU照射の 副腎皮質に 及ぼ す影

響は比較的長期間 に わ た っ て い る と 考 え な け れ ば な らな

い 。
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　 な お ，卵巣 と副腎皮質とは密接な関係にあるこ とは広

く認 め ら れ て い るが
 

，私は 旧経前 ・後 の 子宮頚癌患者

の 皮 質機能に差異 が あ る こ と を 認め た．こ の 観点 か ら，

CoE°

照射峙 の副腎皮質機能をみ る と ， 術後照射群第 1

周 に お い て，皮質機能低下 の 度合が純照射群よ り著しい

点に つ い て は ， 手術侵襲 の 影響 ば か りで は な く手 術 に よ

る卵巣両側摘除 の 影響も充分考慮し な け れ ば な らな い ．

ま た 純照射群で も第2 周で は 皮質機能低下の 傾向が 早期

に み られ る の は ，第 1 周照射 に よ る放射線去勢 の 結果 と

もみ られ ，Co6c の 影響が 長期間残 つ て い る とい う こ と

ば か りで な く，去勢の 影響 と相重 な っ て い る か らでは な

い ：ラ丶 と考 え られ る．

　　　　　　　　総括な らび に考按

　最近 ， 副腎皮質機能 に 関す る研究は ， そ の ホ ル モ ン の

化 学 的 測 定 法 の 進歩 と相 ま っ て．め ざ ま し い も の が あ

り，皮質機能と癌との 関係に っ い て も幾多の 報 告 が あ る

が ，今な お種 4 議論 の あ る所であ る．す な わ ち ，
Dobri−

ner は 喉頭癌，前立腺癌，胃癌の 患者の 尿中 steroids 排泄

値が 減少 して い る こ と を 指 摘 し，Rosenbojm22 〕

は 胃癌の

血中 17−OHCS は正 常であ つ たが 尿中 17−OHCS は僅 か

に 高か つ た と述べ ， 乳癌では 血中，尿中い ずれも 17−OH

CS 値が 上 昇 して い る とい う
zs 〕2“ ．特 に Werk ＆ Sholi−

ton25は ， 肺癌で は corticoids の 上昇 ばか りでな く，

形態学的 に 皮質 の 肥大を証明 し， そ の 機能亢進 を 主 張 し

て い る ，子宮頚癌患者で は，　 17−KS の 排泄 は 軽度 に 減

少す る と い うも の が 多 い が
Z6）N3C・）

，森
4）

は 頚癌初期 に は

高値を ， 末期 に は低値を認め て い る，赤須
1‘｝

は 尿中17・O

HCS でそ の 高値を認め ， 癌そ の もの の 存在が s亡ress と

して 生 体 に 作用 して い る こ とは 否定出来 ない と し て い

る，しか し，
艮auram げ

ユ｝

は尿 liT総 17−OHCS を測定 し

て ， 対照患者 と阿 ら の 差異 も発見 して い な い ．

　 さ て，子宮頚癌患者 の 副腎皮質機能につ い て ， 尿 中お

よ び血中 17−OHCS の 消長を検索 した 著者 の 成績か ら

み る と ， 子宮頚癌第 1 〜 正期の 17−OHCS は 対照 に比

し明らか に高値蓬 示 し ，
ACTH 負荷に よ る皮質機能予

備能の 検討に お い て も こ れ を裏付 ける結果を得 た．しか

し，第 皿〜W 期では 対照群と大差 な く，諸家 の 報告の 如

き 皮質機能低下の 像 は み られな か つ た ．さ ら に こ れ を 閉

経前 ・後に分けて みると， 第 1〜皿期群 に おけ る17−OH

CS 平均 値の 高値 は む し ろ閉経前患者 の そ れ に 負 うべ き

もの が 多 く， 閉経後患者 の み に っ い て み る と殆ん ど対照

値 に 近 い 値 を 示 して お り，皿〜W 期 群に つ い て も，や は

り閉経前患者 に い く らか 高偵を認 め た ．

　卵巣と副腎皮質機能との開係 に っ い て は ，
Parkes

（1945）
胸

が詳細に報告 して い るが，ラ ッ トに つ い て An −

dersen　a 皿d　KennedyS ’e）

｛’ま， 去 勢 に よ り副 腎 皮質 に変

化を来た すが ， そ の 変化は 性 別，摘除時期，摘除後の 期

間 に よっ て 差異が あ り，威熟雌 ヲ ッ ト卵巣摘除は ，

一
時

的 に 皮 質 の 肥 大をも た ら し，そ の 後萎縮す る に 至 る と述

べ ，赤須
34〕，河原ら

35 ｝
も同様 の 実験結果を得て い る。ま

た 当教室 の 豊 Brl3S：
の 実験に よれ ぱ ， 成熟雌ラ ッ トの 放射

線去勢 に よ つ て も 同 じ よ うな 副腎皮質の 萎縮が 認 め ら 扎

て お り， 要す る に女性 ホ ル モ ン は副腎皮質 に 対 して 賦活

作用があ り ， そ の 欠乏に よつ て 皮質 は縮小し， そ の 機能

も減退す る と考 え られ る．以 上 の 結果か ら次の こ とが 推

測 し得 る．すな わち， 生体内に存在す る癌が stressor

とな っ て 下垂体一副腎系 へ 長期にわた つ て 慢性 の 刺戟を

与 え，皮質 ス テ ロ イ ドの 分泌を高 め る．しか し皮質機能

を亢進させ る 要因 には さ らに 卵巣機能が 関与 して お り，

卵巣機能が活溌な閉経前におい て は ，
stress に対する

皮質 の 反応も強 く現われ ， そ の 機能亢進 を 促 が す が ，

卵巣機能の 衰えた 閉経後の 患者では癌 の 皮質 に 対 す る

stressoragent と して の 作用は弱 く，
17−OHCS 値も対照

値 に 近 い 値を 示 す も の と思わ れ る．

　 こ の よ うに癌 と副腎皮質 との 関係が論議 されて い るか

た わ ら ， 癌治療面に お け る放射線療法 の 発展に 伴 つ て ，

放射線障害特 に 副 腎 に対す る 影響 も等閑出来 な い 問題 と

なっ た．1937年 SelyeD　z〕fi7）ss ｝
に よ りい わゆる 汎適応症

’

候群の 概念が 提唱 さ れ，レ 線照射時に お い て も， 他 の

stress と同様に 生 体 防 衞反 応 の
一環 と し て 副 腎皮質が

重要 な役割を 演ず る と報告 して 以 来 ，
レ 線と副腎皮質と

の 関係に つ い て 幾多 の 業績が発表さ れ た ．そ して 副腎皮

質ほ レ線 に きわめ て 感受 性 の 強 い 臓器であ る こ とが立証

さ れ，レ 線照射時に 生 じ る形態学的変化 に つ い て の 研究

は 枚挙 に い と ま が な い
37 ）N4Z）．本邦に お い て も数多 くの

報告
43 ）州4sl

が あ TJ
，

レ 線あ るい は Co60が 充分 stressor と

な り得る こ と を 証明して い る．しか し． 組織学的研 究ば
』

か りでは な く， 皮質ホ ル モ ン あ る い ｝まそ の 代謝物の 測定

が化学的に 可能 に な る に つ れ て ，臨床的 に もそ の 機能 に

関す る研究が
一

般に行なわれ る よ うになっ た ．

　尿中17−KS とu 線 に 関す る研究 は ，
　Davids   エ1　et 　 a1

‘v ），

Maurer 　u ・Pfefferso），　Sch1ungbau 皿
5P

らが種々 の 腫瘍
．

患者 に つ い て レ 線 の 影響をみ て い るが ， 特有 な所見 は な

く， 正 常範囲に あ る と結論 し．て い る ．しか し，Maurer5m
’，

は 総 corticoids ，　U −oxy ．　u ．11−desexycort三coids の 消長

に っ い て ， 200e・v5000r 分割照射中，照射開 始後 5 日LX，．
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遠 隔 照射 の 影 響 日 嘩 婦 誌 1ま巻 9 号

内 に著明に増加 しs そ の 後低
一
ドした の ちほ 非特有的な推

夥 を示 した と逋 べ ，ま た Nyiri　u ．　Kostya26）

は 女性 性 器

癌 の レ 線治療時 の 17−KS が 多 くの 患者で 24時 問後著明

に 増加 し ． 72時間後照射前値 に戻 つ て そ の 後は 小波 を描

・くこ とを認め ，
レ 線照射 の 作用 の 下 に お け る生 休 の 抵 抗

力 を判断す る可能性 を与えた と強調 して い る．本邦で も

浅川
s31
，谷

15 ，，岡村
劉

， 上 利
16 聞

ら の 報告が あ
’D ， 中で

も岡村は Co6°

照射 と 17−KS の 関係に っ い て 述 べ ，上利

は 17・KS よ り 17−OHCS の 副腎皮質機能示標 と して の

価 値 を認め ， レ 線照射部位 に よ る影響の 差異 を 詳述 ， 腹

都照射群に最 も著 しい 影響 が あ る こ とを認め た．

　 私は 17．OHCS の 推移か らみ た Co6°

遠隔照射に よ る

副 腎皮質系へ の 影響に つ い て 検 討 し，次 の 結果 を 得た ．

、癌手術 とい う大 きな 侵襲に 抵抗 して s 術後14日 を経れば

一
見正 常に復 した よ うに み え るが ，　 Co6° 照射に よ り再

び 生 体 反 応 を 余儀 な くされ，一一悩 性 の 皮 質 Steroids の

．上 昇がみられた もの の そ の 後は減少 し，照射回数を重ね

る とともに そ の 低下は 著明で あ っ た．こ れ に 反 し，乎 術

を行 な わ な か つ た 群では ，

一
過性 の 反応 の の ち充分抵抗

・
して そ の stress に 耐え s　 7800r照射後 もな お 皮質機能低

下 の 像は認め ら れな か つ た．しか し， 術後照射， 純照射

ともに 3 カ 月 後 に行 なっ た 第 2周照射では ， も はや 7200
・
r の 照射に耐え得ず ， すでに 6000r 照射 よ り低下 の 傾向

．が窺がわれた ．

　 す な わ ち ， 治療的 Co6°

照射条 件の 作用の 下 で，副腎

皮質 は 1 つ の 反応過程を示 した が ， そ れは SelyeST：sH 〕，

Siedeck55〕
，
　 Hoffss｝ らに よ り刺戟作用 に対す る生 体の 非

特異的反応形態 として 記逋 さ れた もの と同 じであ り，本

実験 の Cosn照射に よ る 17−OHCS 値低下の 状態は，い

わ ゆ る警告反応，抵抗期を経て 疲憊期に 入 る直前の段階

で あ っ た もの と考えられ る．

　 さらに ， 前述 の 如 き卵巣機能 と副腎 の 関係 か ら， 手術

釣 あ るい は 放射線に よ る 去勢 に続発す る 卵巣機能の 減退

に よっ て ，
二 次 的に 副 腎 皮 質 の 萎縮が 起 る こ とは 容 易 に

想 像さ れ ，
Ce6°

照射に よ る副腎皮質機能へ の 影響が ま

す ま す 助長さ れ た も の と解さ れ る．従 つ て ，子 宮頚癌患

者 の 予 後 の 面 に お い て ，根 治 手 術 時 の 卵 巣 移 植あ るい は

・Co6D 照射時 の eStregene 投与の 問 題が ，皮質機能低下

の 予防 とい う観点 か ら も意義 あ ろ もの と考え られ る．

　　　　　　　　　　む す び

　 子宮頚癌患者 の 尿 中 お よび 血 中 17−OHCS 値 を化学

1釣に定量 し ， さ らに ACTH 負荷に よ る 増加率 を 求 め

’
て ，副腎皮質機能状態を検討す る とともに ， 根治手術後

の 後 照 射 あ る い は 学に 敏射線療法 の みに お け る Cos°

遠

隔照射 に よ る 17の HcS の 変動 を追求 し 、 そ の 副腎皮

質に 及ぼ す影響 にっ い て 考察を加 え，次 の よ うな 結果 を

得 た ．

　非 癌対照群でぽ ， 閉経前 ・後に 関 して ユ7−OHCS 測定

値 に 殆ん ど差を 認めな い が，子宮頚癌第 1〜韮期で は ，

対照群に 比 して 閉経前では 明 らか に 高値を示 し ， 閉経後

で ぽ殆ん ど差はない ．第 皿〜】V期で も， 対照群 に 比 して

開経前では やや高値豊 示 し ， 閉経後では わず か に 低値を

示 した ．な お ACTII 負荷に よ る 増加率 に よつ て も こ れ

を裏書 きす る結果 を得た ．

　CoGO 照射 に よ る影響は ， 明らか に stressoragen 亡と し

て 副腎皮質の 反 応 を招 来 し， 術後照射群では第 1 周 ， 第

2 周 と も7200r でか な りの 侵襲とな り， 機能低下を来す

が ， 純照射群では 第 1 周照射780。・ で もな お よ く抵抗 を

示 し ， 第 2 周で漸 く3600r 以後 より低下 の 傾向 を み せ

た ．す な わ ち ， 手術 あ るい は Co6°

照射に よ る卵巣機能

の 欠除が，ます ま す副腎皮質機能 の 低下を促進させ る も

の と思 わ れ る．
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